
様式第１号（第６条関係） 

 

職 員 提 案 票 

 

１ 提案事項 

（タイトル） 

25文字以内 

伊賀市庁舎を知ろう。 

庁舎の価値を知り、伝え、活用しよう。 

２ 提案の背景・現状分析 （何が問題か。） 

 モダニズム建築を代表する公共建築をもつ青森県、島根県、愛媛県鬼北町等では、これら 

の公共施設を保存活用し、まちおこし・観光資源に繋げています。また、これらのモダニズ 

ム建築の価値を伝え知ることで、職員や市民のシビックプライドを醸成しています。 

 しかし、伊賀市の現状は、DCOMOMO184 選に選ばれたモダニズム建築の代表的建造物であ

る伊賀市庁舎を誇りに思えず、観光資源のひとつとして捕らえることも出来ずにいます。 

３ 提案の内容 （何をどうするか。） 

 なぜ価値を知らないのか、なぜ誇りに思えないのかを分析し、庁舎の価値の有効な伝え方

やその価値を観光資源化する方法を検討・策定し実践する。 

４ 実施することで期待される効果やメリット （結果的にどうなるか。） 

 職員・市民のシビックプライドの醸成、新規観光資源の掘り起こし、職員・市民の FM感

覚の浸透 

５ 実施にあって想定される問題点やリスク （実現するために必要なこと。） 

 分析のためのサンプルをどれだけ収集できるか。 

 

 


